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第36期(平成17年3月期)計画
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平成16年3月期中間決算のポイント

前中間期と比較すると増収・増益傾向。売上高は
30億25百万円。前中間期に比べ3.0%増。薬品売上
げは26億98百万円で8.3%増。営業利益は5億35百
万円で15.7%増。

MPUパッケージ基板向け新製品の販売拡大。
中国のメック蘇州とメック珠海で当社薬品(CZを
中心とする銅表面処理剤)採用の動き。欧州市場
の回復の遅れ。
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平成17年3月期中間の結果
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売上高推移
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営業利益推移

0

100

200

300

400

500

600

700

(百
万
円
)

連結 180 337 305 365 463 590 535

単体 79 214 172 216 279 331 248

2002.3上期 2002.3下期 2003.3上期 2003.3下期 2004.3上期 2004.3下期 2005.3上期



7

経常利益推移
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純利益推移
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通期売上高推移
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通期営業利益推移
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通期経常利益推移
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通期純利益推移
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連結品種別売上構成比
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14

連結薬品別売上高推移
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銅表面処理剤 1,167 1,308 1,425 1,406 1,594 1,753 1,838
防錆剤 270 284 306 300 286 274 285
ﾌﾗｯｸｽ剤 437 465 463 450 428 412 403
剥離剤 156 151 128 145 116 133 117

33上 33下 34上 34下 35上 35下 36上
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単体品種別売上構成比
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単体薬品別売上高推移
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剥離剤 144 141 119 132 104 122 107

33上 33下 34上 34下 35上 35下 36上
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設備投資等の推移
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設備投資 33 315 395 32 67 107 217
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地域セグメント別売上高と海外比率推移
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日本 1,742 1,674 1,837 1,790 1,850 1,813 1,777

ヨーロッパ 221 214 244 261 282 264 315
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今後の計画ポイント

・単体売上高の10%を研究開発に投資する。
・高密度用と汎用電子基板の製造用薬品の開発を続行する。

・日本、中国、台湾、韓国を一つのアジア市場と考えて経営資源の集中。
・フレキシブル基板製造への販売を強力に進める。
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新製品開発について

新製品開発件数： 7件 特許出願件数：27件

321件数

DR-2DR-1DR-0

DR-0 仕様決定レビュー
テーマの仕様が市場性・将来性に合致しているか判別する。

DR-1 仕様確認レビュー
テーマの社内実験結果が仕様に合致しているか判別する。

DR-2 モニタ・実験レビュー
顧客での量産実験が仕様に合致しているか判別する。

デザイン・レビュー通過状況

新製品
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メック次世代商品群

・ 汎用多層電子基板用
黒化代替薬品・・・・ BOシリーズ

・ ポリイミドベース基板用
ｼｰﾄﾞ層除去剤・・・・ CH・NHシリーズ

・ 高密度電子基板用

表皮効果対応・・・・ FlatBOND
高細線対応 ・・・・ HEシリーズ
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海外販売力の強化
長岡工場

西宮工場

メック本社・研究

メック蘇州

メック台湾

メック香港

メック珠海

メック蘇州
2001年設立
生産能力200t/月

メック台湾
1994年設立
生産能力260t/月

メック珠海
2003年設立
生産能力300t/月
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長岡工場
1993年設立
生産能力1200t/月

西宮工場
1985年設立
生産能力450t/月

生産工場のリスク分散

1994年 阪神淡路大震災

2004年 新潟県中越地震
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